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これまでの 1、2 号機に加えて、3 号機についても、SAMPSON コードで求めた D/W および S/C 内の FP の質

量分布から CAMS 位置での線量率を計算し、実測値と比較した。セシウム、ヨウ素の化学形態の細分化の結

果、FP の分布は 1，2 号機の場合と異なる傾向を示し、線量率の計算結果と実測の乖離が顕在化した。 
キーワード：福島第一原子力発電所、核分裂生成物、セシウム、CAMS、線量率 

 

１．緒言 
1 号機では、セシウムの化学形態として Cs2MoO4を加えた。従来の CsOH と CsI のみを取り扱った 2 号機

の結果との比較では、いずれも D/W および C/S の CAMS での線量率測定の結果を適切に説明することがで

きた。3 号機では、1 号機と同様に、Cs2MoO4を加えて計算を行ない CAMS 位置での線量率を行った。 

２．SA 解析コ－ドの結果から線量率への変換 

Conversion factor を用いた評価手法及び評価方法は前報[1,2]と同じである。SAMPSON コードで求めた、FP
分布（kg）初期比放射能、時間減衰を加味して、主要核種の放射能（Bq）を算出し、点減衰核積分法

（QAD-CGGP2）を用いで導出した conversion factor を用いて線量率（Sv/h）を算出した。 

３．解析結果の妥当性評価 

D/W および S/C の CAMS 位置での線量率の計算値と実測値を図 1 に示す。 
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1 号機は、S/C 壁面に付着した Cs の凝縮蒸気によるプール水中への移行を仮定することにより、SAMPSON

による FP 分布の解析を適切に説明できた[1]。2 号機は実機での A、B 系統の挙動の相違が大きく、この差異

の評価が未達であった[2]。一方、3 号機では両系統の測定値の差異はないが、S/C への移行量を課題に評価し

過ぎている。D/W の線量率については、S/C の場合とほぼ同様の評価である。1、2 号機については、ほぼ満

足できる線量率の計算結果が得られたが、3 号機については、S/C の場合とは逆に、計算された線量率は実測

値よりも低い値を示した。全体の Cs のマスバランスを見ると、Cs は Cs 単体の影響で、C/S 側に偏重して移

行している。 

４．まとめ 
上記差異の要因は、新たに追加した Cs 単体の挙動にあるものと推定される。引き続き SAMPSON 計算に

おける化学形態の影響評価を検討し、このギャップを埋める予定である。なお、本研究は経済産業省平成 27
年度補正予算「廃炉・汚染水対策事業（総合的な炉内状況把握の高度化）」で解析した結果の一部を用いた。 
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